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備
後
府
中
・
延
藤
家
の
分
析
　
-
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一

、

は

じ

め

に

本
稿
の
目
的
は
、
近
世
後
期
に
福
山
領
内
の
在
町
府
中
市
を
拠
点
と
し

e
l
と
う

て
発
展
し
た
前
期
的
資
本
家
延
藤
家
の
経
営
形
態
と
、
幕
末
期
に
い
た
る

ま
で
の
発
展
の
諸
画
期
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
先

学
の
研
究
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
宝
暦
～
天
明
期
を
画
期
と
し
て
農
民

的
小
商
品
生
産
が
展
開
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
「
豪
農
」
　
層
が
成
立

し
、
ま
た
全
国
各
地
に
お
い
て
も
在
町
の
発
展
な
ど
の
事
実
が
み
ら
れ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
瀬
戸
内
海
地
域
と
く
に
山
陽
筋
に
お
い
て
も

(
l
)

こ
れ
ら
の
事
実
は
承
認
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
旬
こ
こ
で
分
析
の
対

象
と
な
る
延
藤
家
も
宝
暦
期
を
画
期
と
し
て
上
昇
し
て
い
く
商
人
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
も
っ
と
も
典
型
的
な
新
興
商
人
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
近
世
後
期
の
山
陽
筋
に
お
け
る
従
来
の
豪
農
・
豪
商
層
の
経

中
　
　
山
　
　
富
　
　
広

営
分
析
に
目
を
む
け
る
と
、
塩
田
地
主
や
地
主
豪
農
層
の
経
営
分
析
に
集

中
し
て
お
り
、
.
城
下
町
や
港
町
の
「
都
市
」
商
業
資
本
の
経
営
分
析
は
、

残
存
史
料
の
制
約
む
あ
っ
て
、
皆
無
に
等
し
い
と
い
っ
て
よ
い
。
由
様
に

延
藤
家
に
関
し
て
も
経
営
の
分
析
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
に
幕
末

(
2
)
.

期
の
動
向
と
土
地
集
積
の
過
程
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

一
方
、
幕
藩
制
的
市
場
構
造
の
変
動
の
な
か
で
、
都
市
商
業
資
本
と
く

に
三
都
商
業
資
本
が
天
保
期
以
降
に
そ
の
存
立
基
盤
を
失
な
い
、
著
し
く

動
揺
す
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
地
方
が
在
町
に

お
け
㌃
商
業
資
本
は
ど
の
よ
う
な
経
営
動
向
を
た
ど
っ
た
の
か
、
た
と
え

ば
天
保
期
以
後
、
三
都
商
業
資
本
と
同
じ
よ
う
に
経
営
の
破
綻
を
き
た
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
稿
の
第
一
の
課
題
は
そ
の
前
提
作
業
と
し

て
、
在
町
府
中
市
の
延
藤
家
の
経
営
の
構
造
と
前
期
的
資
本
の
蓄
積
過
程

と
蓄
積
基
盤
の
特
質
を
あ
き
ら
か
に
し
、
地
方
「
都
市
」
資
本
の
動
向
に
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つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。

「
近
年
同
姓
ノ
家
数
々
難
ア
リ
、
其
難
毎
二
我
家
二
達
及
す
家
門
ノ
安

(
3
)

危
実
二
測
ル
可
ラ
ザ
ル
ノ
勢
ア
リ
」
と
明
治
初
年
に
述
懐
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
と
く
に
天
保
期
以
降
の
分
家
店
を
視
野
に
い
れ
る
と
、
延
藤
家
は

そ
の
発
展
性
ば
か
り
で
な
く
経
営
内
部
に
危
機
を
は
ら
ん
で
い
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
延
藤
家
の
経
営
発
展
・
危
機
の
一
つ
の
所
産
と
し

て
、
帳
合
法
の
変
化
と
店
制
・
家
制
「
改
革
」
を
発
展
過
程
の
な
か
に
位

置
づ
け
る
、
こ
れ
が
第
二
の
課
題
で
あ
る
。

な
お
延
藤
家
に
は
、
都
市
下
層
民
の
問
題
を
含
ん
だ
貸
家
経
営
、
港
町

尾
道
へ
の
出
店
・
菅
尾
の
経
営
動
向
、
備
後
棉
作
地
域
に
お
け
る
商
人
地

主
な
ど
、
都
市
・
商
品
流
通
・
地
主
制
論
の
重
要
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

l
「
前
期
的
資
本
の
蓄
積
過
程
と
そ
の
基
盤

山
前
史
と
発
展
の
段
階

宝
暦
期
よ
り
商
業
を
営
み
、
天
保
期
に
は
あ
い
つ
ぐ
献
金
に
よ
っ
て
福

山
藩
御
用
達
筆
頭
と
な
っ
た
豪
商
延
藤
家
の
前
史
は
、
そ
の
宝
暦
～
天
明

期
以
降
の
発
展
性
と
は
き
わ
め
て
対
周
的
で
濁
り
、
興
味
深
い
も
の
と
な
(
▲
〕

っ
て
い
る
。
ま
ず
年
表
形
式
で
そ
の
主
要
な
前
史
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

む
h
ぱ
●

元
禄
初
年
前
後
　
芦
田
郡
行
探
村
庄
屋
も
と
に
「
ぜ
家
」
(
=
絶
家
)

の
た
め
納
屋
住
い

元
禄
四
年
(
一
六
九
一
)
　
　
羽
賀
又
八
郎
(
庄
屋
四
男
)
の
下
人
と

し
て
行
隋
村
よ
り
同
郡
目
崎
村
新
関
へ
移
住

元
禄
十
六
年
(
一
七
〇
三
)
　
　
羽
賀
家
よ
り
分
家
し
「
百
姓
相
勒
」

享
保
十
年
代
後
半
(
一
七
三
一
～
三
四
)
　
　
　
「
不
仕
合
二
付
…
…
家

屋
敷
田
畑
山
林
売
払
」
、
再
び
納
屋
住
い

一
一
寛
保
・
寛
延
頃
(
一
七
四
一
～
五
〇
)
　
　
府
中
市
へ
流
入
し
奉
公
す

行
勝
村
は
府
中
市
と
上
下
代
官
所
の
ほ
ば
中
間
に
位
置
す
る
山
間
部

で
、
そ
.
こ
で
本
百
姓
か
ら
潰
百
姓
へ
転
落
し
、
そ
の
後
芦
田
川
を
は
さ
ん

だ
府
中
市
の
対
岸
に
開
発
さ
れ
た
目
時
村
新
開
に
下
人
と
し
て
入
植
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
元
禄
十
六
年
に
分
家
を
認
め
ら
れ
た
さ
い
、
三
反
の

畑
地
を
分
与
し
て
も
ら
い
、
再
没
落
の
直
前
に
は
四
反
六
畝
の
畑
地
を
所

持
し
て
い
た
。
こ
こ
で
の
再
没
落
の
原
因
は
棉
作
l
濫
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
目
崎
村
の
当
時
の
畑
方
棉
作
の
作
付
率
は
不
明
で
あ
る
が
、
府
中
近

(
5
)

辺
で
は
棉
作
が
定
着
し
、
軌
道
に
の
り
は
じ
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
延
藤

家
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
綿
の
不
作
あ
る
い
は
綿
取
引
の
失
敗
な
ど

に
よ
っ
.
て
大
き
な
打
撃
を
う
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
百

姓
」
延
藤
家
は
享
保
・
元
文
年
間
に
島
民
的
小
商
品
生
産
の
波
に
の
り
き

れ
ず
に
没
落
し
、
在
町
府
中
市
に
流
入
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
十
八
世
紀
に
お
け
る
府
中
市
の
人
口
増
減
を
み
る
と
、
宝
永

83(367)



単位:録匁

諸問屋
貸　付
差配人
引　受
証文帳
手形帳 計

総　′計

101,484

(33.6)

63,652

(17.2)

18,780

(4.0)

58,456

(11.0)

72,930

(24.2)

155,885

(42.1)

119,319

(25.8)

237,335

(44.7)

215,008

(71.3)

270,222

(73.0)

304,594

(65.9)

354,438

(66.8)

55,405

(18.3)

31,349

(8.4)

68,132

(14.7)

74,371

(14.0)

301,305

(100)

369,731

(100)

461,627

(100)

530,245

(100)

301,305

(100)

368,934

(122)

458,720

(152)

529,964

(176)

63,188

(10.4)

177,117

(19.7)

245,812

(19.1) ∵ 1;i;莞!1,;;ii≡

△10,糾4
(1.7)

△2,627
(0.2)

△76,993
(5.9)

594,552

(197)

895,545

(297)

1,207,629

(400)

欝
△529,098
(29.5)

△641,943
(30.2)

△746,818
(28.2)

△1,252,851
(34.4)

△1,713,545
(32.7)

1,263,594

(419)

1,483,199

(492)

1,897,638

(630)

2,387,041

(792)

3,525,930

(1,170)

二Il‥:-

△255,666
(3.7)

△295,392
(3.5)

△546,332
(5.6)

6,564,645

(2,179)

8,037,601

(2,668)

9,137,370

(3,033)

4)貨幣財産として,有銀のはかに両替銀があるが表記していない。

5)史料記載の数値をそのまま採用したので,総計一預り銀=期末総資本とならない

箇所もある。
6)各年度「算用帳」・「書抜帳」・「勘定帳」・「年々算用写」による。

(368)84
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表1期末における主要資本の構成と推移(1か年平均値)

商　　　　品

米 綿 計

貸　　　　　　　　　付

分　家・店　方

貸　方l諸貸鍛

†天明8
形　　～寛政4

成寛政5
～寛政9

寛政10
～享和2

期　享和3
～文化4

7,975

(2.6)

38,176

(10.3)

42,094

(9.1)

39,381
(7.4)

20,469

(6.7)

27,774

(7.5)

42,364

(9.1)

56,710

(10.6)

30,926

(10.2)

68,171

(18.4)

88,900

(19・2)

101,436

(19.1)

ー
発
展
期
(
I
)

文化5
～文化9

文化10
～文化14

文政元
～文政5

35,504

(5.8)

21,195

(2.3)

63,954

(4.9)

41,759

(6.8)

63.904

(7.1)

83,321

(6.4)

81,648

(13.4)

85,959

(9.5)

150,438

(11.7)

19.071

(3.1)

13,508

(1.5)

33,327

(2.5)

38.354

(12.7)

45,065

(12.1)

52,301

(11.3)

56,325

(10.6)

36,303

(5.9)

61,348

(6.8)

28.126

(2.1)

2.(XX)

(0.5)

100.800

(21.8)

68.738

(7.6)

62,240

(4.8)

15,107　48,468　134,6肝
(0.5)(1.8)

19,050　27,218　237,993

(0.5)(0.7)　(6.5)

2,00214,160　523,3弘
(0.0)(0.2)　(9.9)

†文政6
～文政10

発　文政11

展
～天保3

天保5
期　　～天保10

天保11
～弘化元

弘化2
～嘉永5

75,010

(4.1)

53,860

(2.5)

25,261

(0.9)

36,621

(1.0)

64,111

(1.2)

31,125

(1.4)

4,436

(0.1)

36,407

∴(0.6)

8,167

(0.1)

†安政3
幕　　～万延元

末文竺莞治元
期　慶応元
一　　～明治元

199,594

(2.9)

737,537

(8.8)

1,359,028

(14.0)

註1)綿には実綿・繰綿・木綿を含む。

2)商品にはそのほか.煙草・干鰯・油・雑穀・材木・砂糖などがあるが表記してい

ない。

3)貸付録には,尾道引請銀・その他(大福帳など)があるか表記していない0

.
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八
年
(
一
七
一
一
)
に
一
八
七
九
人
、
文
化
六
年
(
一
八
〇
九
)
に
二
七

二
五
人
と
、
周
辺
の
村
方
や
福
山
城
下
町
や
鞘
な
ど
と
比
較
し
て
著
し
い

増
加
を
み
せ
て
い
る
。
ち
な
み
に
十
年
後
の
文
政
元
年
(
一
八
一
八
)
が

二
七
〇
四
人
で
あ
る
か
ら
、
十
八
世
紀
に
お
け
る
府
中
市
へ
の
農
民
流
入

の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
延
藤
家
も
こ
の
流
入
(
土
地
離
脱
)
農
民
の
一

人
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
府
中
市
で
奉
公
を
終
え
、
借
家
住
い
を
し

な
が
ら
小
商
い
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
商
人
と
し
て
の
活
動
を
開
始
す

る
宝
暦
期
の
延
藤
家
の
事
例
は
、
同
時
に
延
藤
家
の
よ
う
な
店
借
小
商
人

(
6
)

で
あ
っ
て
も
わ
ず
か
の
才
覚
と
資
金
を
も
っ
て
す
れ
ば
上
昇
す
る
よ
う

な
、
そ
う
い
う
在
町
府
中
市
の
発
展
を
も
示
も
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

臼
文
化
初
年
～
文
政
前
期
　
質
方
営
業
の
比
重
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

が
特
徴
で
あ
り
、
総
貸
付
銀
高
に
い
っ
そ
う
の
伸
び
が
み
ら
れ
、
文
政
年

間
に
は
い
る
と
期
末
総
資
本
は
銀
一
〇
〇
〇
貫
に
達
す
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
年
間
収
支
の
面
か
ら
み
る
と
、
藩
よ
り
の
利
銀
と
商
品
売
上
利
の
収

入
割
合
が
比
較
的
高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

由
文
政
後
期
～
嘉
永
年
問
　
表
1
か
ら
は
商
品
取
引
資
本
の
低
下
が
想

定
さ
れ
る
。
ま
た
分
家
店
へ
の
本
格
的
な
融
資
と
差
配
人
取
次
に
よ
る
貸

付
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
と
も
な
い
貸
付
銀
が
全
体
の
九
割
を

こ
え
、
逆
に
有
銀
の
減
少
す
な
わ
ち
資
金
の
回
転
率
が
高
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
こ
の
段
階
の
収
入
を
検
討
す
み
と
、
商
品
売

(370)86

っ
ぎ
に
延
藤
家
の
豪
l
商
と
し
て
の
発
展
の
段
階
を
示
せ
ば
、
つ
ぎ
P
単
」
上
利
の
低
下
と
利
鮫
の
増
大
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
表
1
に
示
し
た
よ
う

う
に
四
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
H
天
明
～
文
化
初
年
(
形
成

期
)
、
国
文
化
初
年
～
文
政
前
期
(
発
展
期
(
工
)
)
、
肖
文
政
後
期
～
嘉
永

年
問
(
発
展
期
(
Ⅱ
)
)
、
㈲
幕
末
期
。

H
天
明
～
文
化
初
年
　
こ
の
段
階
は
表
L
に
よ
.
る
と
、
商
品
(
商
品
取

引
資
本
)
、
・
質
方
、
有
銀
の
占
め
る
割
合
が
ほ
か
の
段
階
と
比
べ
て
高
く
、

寛
政
末
期
よ
り
ロ
入
銀
(
領
主
金
融
)
が
乳
好
さ
れ
て
い
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
ま
た
一
年
ご
と
の
期
末
総
資
本
は
増
加
率
が
き
わ
め
て
不
安
定

で
、
減
少
し
て
い
る
年
度
も
あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
物
価
低
落
傾
向
に
あ

り
、
し
た
が
っ
て
実
質
総
資
本
高
の
増
加
は
高
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

に
期
末
総
資
本
も
安
定
的
に
増
大
し
、
弘
化
年
間
に
は
鋭
三
〇
〇
〇
貫
を

突
破
す
る
。

帥
幕
末
期
　
商
品
取
引
資
本
の
機
能
が
低
下
も
し
く
は
廃
止
さ
れ
、
分

家
店
へ
の
貸
付
が
増
加
し
、
ま
た
領
主
金
融
な
ど
利
銀
回
収
が
保
証
さ
れ

に
く
い
.
「
不
良
資
本
」
.
も
増
大
す
る
。
年
間
収
入
に
つ
い
て
い
え
ば
、
米

価
の
高
儀
に
よ
っ
て
小
作
米
銀
収
入
の
比
率
が
増
し
、
利
銀
が
相
対
的
に

l
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
期
末
総
資
本
も
激
増
し
九
〇
〇
〇
某
に
達
し
て
い

る
が
、
物
価
の
上
昇
率
を
考
慮
す
る
と
、
実
質
期
末
総
資
本
高
の
伸
び
は

き
わ
め
て
緩
慢
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



仰
商
品
取
引
資
本
.

奉
公
人
よ
り
脱
却
し
、
母
の
蓄
え
た
正
銀
三
〇
〇
日
を
加
え
た
若
干
の

(
初
代
)

元
手
を
も
っ
て
商
業
を
開
始
し
だ
と
さ
れ
る
延
藤
吉
兵
衛
は
、
宝
暦
十
年

(
一
七
六
〇
)
に
屋
敷
を
購
入
す
る
ま
で
に
な
午
本
格
的
な
商
業
活
動

に
は
い
っ
た
。
し
か
し
宝
暦
・
明
和
期
の
商
事
営
み
が
判
明
し
な
い
の

で
、
表
2
と
し
て
あ
げ
た
天
明
九
年
(
一
七
八
九
)
の
算
用
帳
を
も
と

に
、
ま
ず
天
明
年
間
の
商
業
活
動
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

「
向
蔵
」
「
せ
と
蔵
」
「
見
せ
」
に
米
一
七
〇
俵
を
は
じ
め
と
し
て
、
実

綿
・
繰
綿
・
木
綿
(
反
物
)
・
干
鰯
・
た
ば
こ
・
雑
穀
な
ど
が
置
か
れ
て

い
た
。
店
卸
し
総
額
二
九
〇
貰
余
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
商
品
額
は
お
よ
そ

二
〇
貫
に
す
ぎ
な
い
が
、
延
藤
家
が
商
品
取
引
的
機
能
を
有
し
て
い
た
こ

と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
五
カ
年
ご
と
の
平
均
値
で
主
要
資
本
の

構
成
と
推
移
を
示
し
た
表
1
に
よ
れ
ば
、
商
品
の
占
め
る
比
率
は
後
年
と

比
較
し
て
ず
っ
と
高
く
・
天
明
期
以
前
に
は
商
品
取
引
資
本
と
し
て
の
機

能
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
形
成
期
に
お
け
る
お
も
な
商
品
取
引
ル
」
ト
を
考
え
る
と
、
米
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表2　延藤家天明9年酉正月算用帳
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50 1・.たはこ!
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に
つ
い
て
は
、

(
備
中
笠
岡
)

一
宇
和
島
米
　
　
胡
屋
定
左
衛
門

(
7
)

会
式
百
四
拾
五
石
　
　
代
弐
拾
貫
目

一
御
蔵
米
三
百
俵
　
輌
出
来
屋
六
郎
兵
衛
(
8
)

買
米
預
ケ
　
代
五
貫
百
六
拾
六
匁
五
分

と
あ
る
よ
う
に
、
港
町
な
ど
で
他
国
米
や
蔵
米
を
積
極
的
に
購
入
し
、
米

問
屋
に
販
売
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
米
の
取
扱
い
は
発
展
期
(
I
)

に
は
い
る
と
後
述
す
る
よ
う
に
利
銀
と
し
て
の
領
主
払
下
げ
米
と
蔵
米
購

入
が
、
発
展
期
(
Ⅱ
)
以
降
は
小
作
米
が
主
流
と
な
る
。

繰
綿
は
福
山
・
府
中
近
辺
で
買
付
け
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
一

例
を
示
す
と
、

一
線
綿
五
百
弐
拾
俵
　
福
山
買
匿
分

代
七
拾
七
貫
弐
百
四
拾
目

一
同
九
拾
八
俵
　
府
中
買
綿
(
9
)

代
拾
弐
貰
七
百
四
拾
目

ま
た
干
鰯
は
港
町
鞘
や
広
島
薄
儀
尾
道
か
ら
仕
入
れ
て
い
た
が
、
と
く

に
尾
道
で
買
入
れ
て
い
た
ら
し
い
。
文
化
元
年
(
一
八
〇
四
)
の
例
を
と

る
と
、

一
角
田
糸
魚
川
百
拾
四
袋
　
尾
道
佳
良
伝
七
預
ケ

(
尾
道
)

一
庄
内
干
賀
三
拾
四
俵
　
灰
屋
次
郎
左
衛
門

(
1
0
)

一
庄
内
干
賀
拾
五
俵
　
灰
屋
ロ

と
あ
り
、
延
藤
家
は
こ
の
よ
う
に
し
て
仕
入
れ
た
干
鰯
を
府
中
近
辺
の
農

(
1
1
)

民
に
前
貸
し
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
前
貸
し
.
に
よ
っ
て
、
さ

ら
に
米
や
麦
、
実
綿
な
ど
を
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

発
展
期
(
I
)
に
は
い
っ
て
も
、
商
品
取
引
資
本
の
全
体
に
占
め
る
位
置

は
か
わ
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
表
1
に
よ
る
.
と
、
商
品
在
庫
額
は
な
お

も
全
体
の
ほ
ば
一
割
を
維
持
し
、
取
扱
品
目
を
み
る
と
形
成
期
と
同
様

に
、
米
・
綿
類
を
は
じ
め
と
し
て
雑
穀
・
干
鮨
・
た
ば
こ
・
池
・
鉄
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
主
要
収
入
録
の
構
成
比
と
収
支
差
引
を

示
し
た
表
3
に
よ
っ
て
、
商
品
の
売
上
利
(
売
損
を
差
引
い
た
売
上
純
益

で
は
な
い
)
を
み
る
と
、
文
化
十
四
年
(
一
八
一
七
)
～
文
政
二
年
(
一

八
一
九
)
の
三
年
間
は
一
%
以
下
に
低
迷
し
て
お
り
、
翌
文
政
三
年
に
一

八
・
八
%
と
回
復
す
る
も
の
の
、
こ
の
こ
と
は
商
品
取
引
資
本
の
発
展
期

(
Ⅱ
)
以
降
の
低
迷
ぶ
り
を
暗
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
て
発
展
期
(
Ⅱ
)
以
降
の
商
品
期
末
有
高
と
そ
の
比
率
は
年
々
減
少
し

て
い
く
傾
向
に
あ
る
(
表
1
)
。
と
く
に
比
率
を
み
る
と
著
し
く
減
少
し
、

天
保
十
一
年
(
一
八
四
〇
)
か
ら
は
一
%
を
わ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は

お
そ
ら
く
延
藤
家
が
商
品
取
引
資
本
と
し
て
の
機
能
を
急
速
に
失
な
い
つ

つ
あ
っ
た
と
断
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

綿
の
売
上
純
益
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
発
展
期
(
I
)
の

(372)88
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表3　主要収入録の構成比と収支差引

註1)土地売買代および帳簿上の形式的な収支は除外した

2)典拠は表1に同じ。
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末
期
よ
り
売
損
の
年
が
多
く
な
り
、
文
化
十
四
年
か
ら
の
三
カ
年
は
そ
れ

ぞ
れ
、
一
二
貫
、
七
貫
、
.
七
貫
六
〇
〇
匁
の
売
損
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

後
文
政
年
間
の
後
半
に
は
回
復
す
る
が
、
天
保
期
に
は
い
る
と
ふ
た
た
び

低
迷
す
る
。
売
上
純
益
が
判
明
す
る
天
保
期
の
六
カ
年
を
総
合
す
る
と
、

売
上
純
益
は
五
貰
四
四
三
匁
の
売
損
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
は

「
下
作
方
方
正
綿
受
取
来
り
侯
処
、
近
来
売
直
段
間
損
多
ク
加
地
子
勘
定

(建)

欠
ケ
ニ
相
成
侯
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
.
、
綿
価
格
の
下
落
に
瑞
を
発
し
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
延
藤
家
は
つ
い
に
万
延
元
年
(
一

八
六
〇
)
か
ら
は
綿
の
取
扱
を
中
止
し
て
い
る
。
ま
た
重
要
な
取
扱
品
目

で
あ
る
米
に
つ
い
て
は
、
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
に
一
〇
六
貫
余
の
売

損
を
だ
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
弘
化
年
間
よ
り
売
上
利
は
低
迷
し
幕

末
に
か
け
て
売
抱
の
年
が
多
く
な
る
。
米
価
を
は
じ
め
と
す
る
諸
物
価
の

高
騰
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
そ
の
実
質
的
な
純
益
は
著
し
く
落
ち
こ
ん
で

い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
は
か
の
商
品
は
し
だ
い
に
取
引
さ
れ
な
く
な

り
、
わ
ず
か
に
天
保
前
期
に
灯
油
、
天
保
後
期
に
材
木
が
取
扱
わ
れ
、
そ

し
て
幕
末
期
の
取
扱
商
品
は
米
と
砂
糖
の
二
品
目
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
与
に
、
商
品
取
引
資
本
は
発
展
期
(
Ⅱ
)
と
く
に
天
保
期
以
降

か
ら
低
迷
が
著
し
ぺ
な
り
、
延
藤
家
は
商
品
取
引
資
本
と
し
て
の
機
能
を

縮
小
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
、
蓄
積
基
盤

は
発
展
期
(
Ⅱ
)
よ
り
急
速
に
貸
付
資
本
へ
集
中
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
幕
藩
制
的
市
場
構
造
の
変
動
　
-
　
福
山
藩
に
お
い
て
は
、
第
一
に
宝

暦
期
以
降
の
城
下
町
、
お
よ
び
城
下
町
に
準
じ
る
港
町
・
鞘
の
商
業
の
衰

退
、
第
二
に
天
保
期
以
降
に
お
け
る
在
町
の
商
業
(
と
く
に
商
品
取
引
)

資
本
の
停
滞
・
行
き
づ
ま
り
、
と
い
う
二
段
階
の
事
態
に
象
徴
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
　
-
　
と
は
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

9
0
r)473(

畑
領
主
金
融

形
成
期
の
後
半
、
す
な
わ
ち
寛
政
年
間
後
半
よ
り
享
和
年
間
に
領
主
金

融
(
口
入
銀
)
が
開
始
さ
れ
る
。
寛
政
十
年
(
一
七
九
八
)
　
に
銀
五
四

貫
、
そ
し
て
享
和
元
年
(
一
八
〇
一
)
に
は
一
四
〇
貫
に
達
し
、
表
l
に

よ
る
と
、
こ
の
時
期
に
は
全
体
の
五
分
の
一
を
占
め
る
額
と
な
っ
て
い

(
初
代
)

る
。
こ
の
領
主
金
融
に
よ
っ
て
延
藤
吉
兵
衛
は
寛
政
末
年
に
在
中
扶
持
人

と
し
て
五
人
扶
持
を
う
け
、
享
和
二
年
に
は
内
御
用
達
に
任
用
さ
れ
て
い

(
1
3
)

る
。
さ
ら
に
文
化
元
年
(
一
八
〇
四
)
か
ら
毎
年
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
権

(川)

を
獲
得
し
て
い
る
。

勧
請
仕
侯
加
米
之
専

一
米
三
千
位
畑
匙
㌶
踊
㌔
荒
か

右
五
ケ
村
勧
年
貢
米
之
内
私
江
和
弘
米
披
為
仰
付
、
難
有
位
二
御
請

仕
候
処
相
違
無
釦
座
侯
、
代
銀
之
儀
者
被
仰
付
次
第
上
納
可
仕
侯
、

乍
恐
御
請
書
奉
差
上
侯
、
以
上



近世後期在町における豪商の形成と発展過程

(
文
化
元
年
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府
中
市
味
噌
屋

子
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
兵
衛

す
な
わ
ち
芦
田
郡
木
野
山
村
な
ど
五
力
村
の
年
貢
米
の
う
ち
、
三
千
位
の

払
下
げ
を
う
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
代
銀
は
別
の
記
載
に
よ
る
と
一
石
に

つ
き
五
六
匁
で
あ
っ
た
。
文
化
元
年
の
平
均
米
価
が
六
二
・
八
匁
で
あ
る

か
ら
二
石
に
つ
皇
ハ
・
八
匁
の
安
価
で
あ
っ
た
。
翌
年
以
降
も
米
価
は

六
三
・
三
匁
、
六
三
・
三
匁
・
七
六
・
七
匁
と
下
落
し
て
い
な
い
の
で
、

多
く
の
売
上
利
を
生
む
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
年
に
は
品
治
郡
の

年
貢
米
の
う
ち
か
ら
二
千
俵
の
払
下
げ
も
う
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
化

政
期
に
は
、
芦
田
・
品
治
両
郡
村
々
の
年
貢
米
の
う
ち
か
ら
、
年
間
三
～

五
千
俵
を
購
入
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
発
展
期
(
I
)
に
は
い
る
と
、
そ
の
領
主
金
融
の
成
果
に
は
著
し

い
も
の
が
あ
っ
た
。
表
3
に
よ
る
と
、
文
化
七
年
(
一
八
一
〇
)
か
ら
文

政
三
年
(
一
八
二
〇
)
ま
で
の
藩
か
ら
の
利
銀
は
、
利
方
・
質
方
に
つ
い

で
大
き
な
比
重
を
占
め
、
と
く
に
文
化
十
二
年
に
は
五
一
・
六
%
と
全
収

入
の
過
半
に
達
し
て
い
る
。

文
化
八
年
か
ら
は
入
米
運
上
所
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
奥
筋
よ
り

(
1
5
)

搬
入
さ
れ
る
米
の
流
通
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
ま

た
前
述
の
年
貢
米
払
下
げ
に
加
え
て
、
こ
の
段
階
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
、

年
貢
米
の
う
ち
か
ら
貸
付
銀
の
利
録
を
う
け
と
る
方
法
も
と
ら
れ
て
い

る
。

仕
渡
申
証
文
之
専

一
御
借
財
之
内
歩
高
払
替
勧
入
用
、
此
度
正
文
鍛
百
弐
拾
四
貫
目
借

受
侯
処
実
正
也
・
右
返
済
方
当
子
歳
ぶ
来
ル
酉
迄
〆
拾
ヶ
年
之

間
・
毎
年
十
一
月
中
二
芦
田
郡
納
米
之
内
を
以
、
米
千
俵
宛
無
相

違
相
渡
可
申
候
・
右
米
相
場
豊
凶
見
積
平
均
石
工
付
六
拾
目
宛
之

機
工
致
候
処
、
利
足
引
当
テ
一
ヶ
年
八
朱
之
払
崩
算
立
二
相
当
侯

得
者
、
歩
安
二
而
勧
為
二
相
成
侯
、
縦
令
如
何
様
之
新
儀
出
来
候

共
明
達
変
致
間
敷
侯
、
年
数
之
内
御
米
無
滞
相
渡
可
申
候
、
為
後

日
依
如
件

文
化
十
三
丙
子
年
四
月

上
田
　
覚
助

石
藤
　
郡
助

西
内
宇
兵
衛

新
井
　
小
市

延
藤
吉
兵
衛
殿

こ
の
よ
う
に
、
延
藤
家
は
前
述
し
た
払
下
げ
米
に
加
え
て
、
十
年
の
闇
米

千
俵
を
芦
田
郡
の
年
貢
米
か
ら
う
け
と
る
こ
と
と
な
り
、
こ
う
し
て
発
展

期
(
l
)
は
芦
田
・
品
治
郡
の
米
の
流
通
と
年
貢
米
を
完
全
に
掌
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
段
階
に
お
け
る
領
主
金
融
の
も
つ
意

義
は
大
き
く
、
領
主
側
の
順
調
な
元
利
返
済
と
高
米
価
(
右
の
事
例
で
い
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え
ば
一
石
六
〇
匁
の
予
想
直
段
が
実
際
は
十
年
平
均
で
六
五
・
九
匁
と
な

っ
て
い
る
)
も
手
伝
っ
て
、
資
本
蓄
積
の
一
つ
の
重
要
な
基
盤
と
な
っ

た
。っ

ぎ
に
幕
末
期
の
領
主
金
融
を
み
て
お
こ
う
。
こ
こ
で
は
幕
末
期
に
お

け
る
藩
財
政
破
綻
の
も
と
で
口
入
銀
(
貸
付
銀
)
が
急
増
し
て
い
る
点
が

注
目
さ
れ
る
。
表
1
に
よ
れ
ば
安
政
年
間
に
は
総
資
本
の
二
・
九
%
に
す

ぎ
な
い
が
、
文
久
年
間
に
八
・
八
%
と
な
り
、
元
治
元
年
(
一
八
六
〇
)

に
は
銀
干
貫
を
こ
え
、
慶
応
年
間
に
は
一
四
%
に
も
達
し
て
お
り
、
発
展

期
と
比
較
し
て
も
最
高
の
銀
額
と
比
率
を
み
せ
て
い
る
。
慶
応
四
年
(
一

八
六
八
)
を
例
に
と
る
と
、
総
貸
付
銀
九
三
元
賞
の
う
ち
口
入
銀
は
一

四
七
五
貫
で
お
よ
そ
一
六
%
と
い
う
比
率
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
献
金
も

幕
末
の
段
階
に
な
る
と
毎
年
に
お
よ
ん
で
お
り
、
慶
応
三
年
に
は
一
五
二

貫
を
献
上
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
表
3
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
二
六
貰
余

の
差
引
不
足
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
表
3
で
い
え
ば
、
文
化
十
一

年
、
文
政
三
年
が
差
引
不
足
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
一
五

〇
貫
、
二
七
二
貫
の
献
金
の
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
天
保
末
期
か
ら
は
藩

士
「
手
伝
」
(
=
融
資
)
の
開
始
も
み
ら
れ
、
総
じ
て
幕
末
期
に
は
領
主

金
融
お
よ
び
献
金
の
増
大
と
い
う
事
態
に
お
ち
い
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。し

か
し
表
3
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
幕
末
期
の
藩
か
ら
の
利
銀

回
収
は
慶
応
三
年
の
二
・
九
%
を
最
高
に
し
て
二
%
台
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
著
し
く
低
率
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
幕
末
期
に
お
け
る
領
主
金
融

は
、
発
展
期
(
I
)
と
は
正
反
対
に
、
領
主
金
融
が
豪
商
経
営
を
圧
迫
あ
る

い
は
豪
商
経
営
の
柾
桔
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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㈲
貸
付
資
本

延
藤
家
の
資
本
構
成
を
み
る
と
、
天
明
九
年
(
一
七
八
九
)
に
は
貸
付

録
が
す
で
に
一
九
七
貫
余
と
な
っ
て
お
り
、
総
資
本
の
三
分
の
二
を
占
め

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
(
表
2
)
。
そ
の
う
ち
八
五
貫
が
、
当
時
の
府
中

市
の
経
済
的
実
力
者
で
あ
っ
た
問
屋
(
木
綿
屋
)
久
三
郎
に
貸
付
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
と
く
に
寛
政
三
年
(
一
七
九
一
)
末
に

は
、
総
貸
付
銀
二
四
一
貫
の
五
五
%
に
あ
た
る
三
一
四
貫
が
木
綿
屋
久
三

郎
に
貸
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
延
藤
家
の
蓄
積
基
盤
に
つ
い
て

は
、
も
ち
ろ
ん
、
表
2
の
「
小
質
」
三
〇
貫
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
府
中

市
や
そ
の
近
辺
の
下
層
民
相
手
の
金
融
業
も
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

ま
た
銀
帳
(
表
1
で
は
証
文
帳
・
手
形
帳
)
一
一
一
貫
七
〇
〇
日
の
貸
付

相
手
が
ど
の
よ
う
な
階
層
か
と
い
う
検
討
な
し
に
は
断
定
で
き
な
い
が
、

形
成
期
に
お
け
る
貸
付
(
利
貸
)
資
本
の
蓄
積
基
盤
は
、
前
述
し
た
領
主

金
融
と
木
綿
屋
久
三
郎
の
よ
ケ
な
府
中
市
の
旧
来
の
豪
商
ク
ラ
ス
に
お
か

れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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発
展
期
(
工
)
の
段
階
に
は
い
っ
て
も
貸
付
資
本
の
蓄
積
甚
盤
に
変
化
は

み
ら
れ
な
い
が
、
神
辺
屋
・
味
噌
屋
・
阿
賀
屋
な
ど
府
中
市
近
辺
の
商
人

に
加
え
て
、
・
川
本
昆
吉
兵
衛
・
河
相
周
兵
衛
な
ど
城
下
町
や
そ
の
周
辺
の

豪
商
・
豪
農
に
貸
付
け
を
開
始
し
て
い
る
。
文
化
十
年
(
一
八
一
三
)
を

例
に
と
る
と
、
質
方
を
除
い
た
利
録
収
入
は
八
〇
人
か
ら
三
七
貰
余
を
得

て
い
る
が
、
う
ち
藤
井
料
助
・
川
本
屋
・
神
辺
屋
・
阿
負
屋
・
河
相
周
兵

衛
の
五
人
か
ら
一
七
貫
余
を
う
け
と
り
、
ま
た
八
〇
人
の
う
ち
五
〇
人
は

府
中
市
と
城
下
町
を
中
心
と
す
る
新
旧
の
商
人
・
地
主
豪
農
層
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
表
1
の
諸
問
屋
貸
付
は
形
成
期
の
最
初
の
五
年
間
以
外
は

著
し
い
比
率
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
以
上
の
よ
う
に
証
文
帳
・
手
形
帳

貸
付
の
大
部
分
が
商
人
・
地
主
豪
農
層
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
形
成
期
・
発

展
期
(
工
)
を
と
お
し
て
、
領
内
の
と
く
に
有
力
な
商
人
・
地
主
豪
農
層
が

蓄
積
基
盤
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
発
展
期
(
Ⅱ
)
に
お
け
る
貸
付
銀
の
急
速
な
伸
び
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
よ
う
。
総
貸
付
録
は
天
保
元
年
(
一
八
三
〇
)
に
二
千
貫
に
達

し
、
嘉
水
二
年
(
一
八
四
九
)
に
い
た
っ
て
は
五
三
〇
〇
貫
余
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
表
1
に
よ
れ
ば
、
総
資
本
の
う
ち
貸
付
銀
が
九
〇
%
以
上
を

占
め
、
表
3
か
ら
も
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
天
保
六
年
に
は
そ
の
利
銀
も
は

じ
め
て
一
五
〇
貫
を
こ
え
、
同
十
二
年
に
二
〇
〇
貫
、
弘
化
三
年
(
一
八

四
六
)
に
三
〇
〇
貫
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
蓄
積
基
盤
の
拡
大
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、
文
政
十
年

(
一
八
二
七
)
か
ら
実
施
さ
れ
た
差
配
人
に
よ
る
貸
付
銀
の
取
次
が
注
目

さ
れ
る
。
文
政
十
年
か
ら
天
保
十
一
年
(
一
八
四
〇
)
ま
で
は
、
安
那
郡

十
九
軒
昆
村
の
伝
六
だ
け
が
差
配
人
(
取
次
人
)
で
あ
り
、
そ
の
引
受
貸

付
額
は
二
～
三
〇
〇
貫
で
あ
っ
た
。
し
か
し
天
保
十
二
年
か
ら
は
十
名
の

取
次
人
に
増
え
て
い
る
。
地
元
の
芦
田
郡
に
は
中
須
村
加
兵
衛
ら
四
名
、

安
那
・
晶
拾
・
沼
隈
・
分
郡
に
は
そ
れ
ぞ
れ
十
九
軒
屋
村
伝
六
、
服
部
本

郷
村
下
江
直
蔵
、
松
永
村
広
島
屋
只
右
街
門
、
水
呑
村
八
助
と
一
名
ず
つ

お
き
、
さ
ら
に
広
島
薄
儀
御
調
郡
に
も
二
名
お
い
て
い
る
。
こ
の
十
名
の

取
次
人
に
よ
る
貸
付
録
は
天
保
末
よ
り
嘉
永
年
問
に
か
け
て
、
証
文
帳
・

手
形
帳
貸
に
つ
い
で
多
く
、
表
1
に
よ
る
と
総
資
本
の
三
割
を
占
め
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
貸
付
相
手
を
検
討
す
る
と
、
た
と
え
ば
天
保
十
四
年

の
中
須
村
加
兵
衛
・
直
右
衛
門
引
請
分
は
、
中
須
村
の
五
〇
人
ち
か
く
の

農
民
に
融
通
さ
れ
て
お
り
、
取
次
人
に
よ
る
貸
付
相
手
は
お
も
に
各
地
の

高
持
農
民
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)
に
は
じ
ま
っ
た
広
島
薄
儀
尾
道
で
の
貸

付
銀
も
差
配
人
引
請
と
同
様
の
性
格
で
あ
る
。
取
次
人
は
分
家
菅
屋
で
、

貸
付
相
手
は
灰
昆
雷
兵
衛
な
ど
尾
道
と
そ
の
近
辺
の
有
力
商
業
資
本
で
、

そ
の
総
額
は
嘉
永
二
年
に
一
五
〇
〇
貫
余
、
同
三
年
に
一
七
〇
〇
貫
余

と
、
同
時
期
の
差
配
人
取
次
に
匹
敵
す
る
貸
付
額
を
み
せ
て
い
る
。

93(377)



以
上
の
よ
う
に
、
貸
付
相
手
は
形
成
期
と
発
展
期
(
I
)
の
城
下
町
・
府

中
市
の
商
業
資
本
と
地
主
豪
農
層
に
加
え
て
、
発
展
期
(
Ⅱ
)
に
は
領
内
の

高
持
農
民
1
と
く
に
中
・
上
層
農
民
か
1
と
尾
道
の
商
業
資
本
に
も

拡
大
さ
れ
て
お
り
、
蓄
積
基
盤
の
拡
大
と
深
化
が
急
速
に
展
開
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

さ
て
幕
末
期
に
お
け
る
延
藤
家
は
、
期
末
総
資
本
の
増
加
や
(
表
1
)
、

年
間
差
引
収
支
(
表
3
)
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ち
お
う
め
ざ
ま
し
い

発
展
を
と
げ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
こ
の
場
合
は
米
価
の
高
騰
を
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
表
3
で
小
作
米
銀
収
入
の
割
合
が
増
加

し
て
い
る
の
は
、
幕
末
期
に
米
価
が
異
常
に
高
騰
し
て
い
る
た
め
で
.
あ

り
、
実
質
的
に
は
苦
し
い
収
支
差
引
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
も
か

く
こ
の
時
期
に
期
末
総
資
本
が
一
応
増
加
し
て
い
る
の
は
お
も
に
貸
付
銀

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
不
良
資
本
」
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
領

主
金
融
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
そ
の
領
主
金
融
以
上
に
幕
末
期
に
著

し
い
増
加
を
示
し
て
い
る
の
が
分
家
店
へ
の
融
資
で
あ
る
。
表
l
に
よ
る

と
、
安
政
年
間
に
総
資
本
の
一
二
%
、
文
久
年
間
に
二
一
%
、
慶
応
年
間

に
は
三
一
%
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
と
は
別
に
、
安
政
五
年
(
一
八

五
八
)
と
慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)
に
は
、
「
手
伝
」
と
称
し
て
分
家
店

へ
銀
三
五
八
貫
、
四
九
四
貫
が
「
仕
向
」
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
の
評
価
は
つ
ぎ
に
述
べ
る
諸
問
屋
貸
付
で
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
お
こ

▼
つ
。表

1
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
諸
問
屋
貸
付
銀
の
比
率
は
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
い
が
、
差
配
人
引
受
の
著
減
と
は
対
照
的
に
七
～
九
〇
〇
貫
の
銀
額
と

な
っ
て
い
る
。
幕
末
期
に
お
い
て
証
文
帳
・
手
形
帳
貸
の
貸
付
銀
と
は
別

に
、
貸
付
相
手
の
商
人
名
が
個
別
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
れ
な
り
に

意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

戌
正
月
一
銀
百
四
拾
九
貫
四
百
八
拾
目
　
近
田
屋
五
郎
八
郎

閏
十
二
月

一
三
貰
百
弐
拾
五
匁
　
　
　
　
　
同

右
は
慶
応
三
年
正
月
の
「
勘
定
帳
」
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
近
田
屋
は
鞘

で
北
国
市
場
を
中
心
に
古
手
取
引
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
幕
末
期
に
経

営
が
不
振
と
な
り
、
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
に
は
「
当
店
勘
定
之
儀
一

昨
年
引
続
不
勘
定
…
…
商
ひ
高
開
店
巳
来
之
不
商
ひ
、
依
而
利
益
も
薄
利

(
1
6
)

テ
差
下
し
」
、
延
藤
家
の
資
金
融
通
を
う
け
る
に
い
た
っ
た
。
す
な
わ
ち

近
田
屋
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
「
趣
法
手
伝
」
を
名
目
と
し
た
資
金
融
通

が
、
別
に
個
人
名
で
記
載
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

「
趣
法
手
伝
」
の
一
例
を
つ
ぎ
に
示
し
て
お
こ
う
。

党

一
拙
家
近
来
不
仕
合
続
、
迫
々
借
銀
相
増
趣
法
相
立
不
申
処
、
此
度

貴
家
引
続
加
配
意
被
成
下
、
此
後
仕
来
り
之
質
商
売
勧
元
方
引
請

披
下
、
家
名
相
続
仕
侯
処
、
不
一
方
厚
仕
合
奉
存
侯
、
以
来
改
心
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商
売
昼
夜
柳
無
油
断
心
掛
ケ
可
申
事

一
毎
日
帳
面
調
方
井
出
入
勘
定
何
時
二
而
も
御
改
被
下
侯
事

但
し
有
質
之
義
同
様
御
勝
手
次
第
御
改
被
下
侯
事

一
億
方
売
事
丁
寧
二
取
計
、
算
用
合
之
俵
別
而
念
入
馴
鹿
略
致
間
数

事
一
右
者
是
迄
私
之
行
上
意
敷
巳
来
改
心
仕
侯
、
若
趣
法
年
限
申
心
得

逮
茂
動
座
侠
得
者
、
有
質
有
物
一
切
貴
家
へ
引
渡
可
申
侯
、
其
節

柳
遠
乱
中
間
敷
事

右
之
通
夫
々
心
得
方
申
上
侯
、
以
聯
相
違
無
御
座
候
、
為
後
年
一
札

依
如
件
安
政
二
年
卯
三
月

米
屋
佐
兵
衛
⑳

延
藤
吉
兵
衛
殿

米
屋
佐
兵
衛
家
は
府
中
市
で
質
商
売
を
営
ん
で
い
た
が
、
延
藤
家
の
「
家

督
書
抜
帳
」
に
よ
れ
ば
、
天
保
三
年
(
一
八
三
二
)
と
嘉
永
五
年
(
一
八

五
二
)
に
府
川
村
と
町
村
の
屋
敷
・
田
畑
を
売
却
し
て
お
り
、
天
保
期
こ

ろ
よ
り
「
不
仕
合
続
迫
々
借
銀
相
増
」
と
い
う
状
態
に
な
り
つ
つ
あ
っ

た
。
そ
こ
で
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
に
な
っ
て
延
藤
家
が
「
質
商
売
如

元
方
」
と
し
て
、
「
趣
法
手
伝
」
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ

る
。右

の
史
料
か
ら
う
か
が
え
る
こ
と
は
、
①
「
質
商
売
」
が
、
こ
の
時
期

に
は
本
来
の
金
融
業
と
し
て
で
は
な
く
、
「
店
方
売
事
」
と
表
現
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
流
質
を
売
捌
く
商
品
取
引
資
本
と
し
て
の
機
能
に
変
化
し

て
い
る
こ
と
・
㊥
延
藤
家
が
米
屋
の
経
営
を
完
全
に
掌
握
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
、
㊥
経
営
不
振
が
一
定
期
間
続
き
倍
銀
が
返
済
さ
れ
な
い
場

合
、
有
賢
・
有
物
の
す
べ
て
が
延
藤
家
の
所
有
と
な
る
こ
と
、
の
一
一
京
で

あ
る
。
こ
の
延
藤
家
の
金
融
活
動
は
、
在
町
や
城
下
・
柄
の
商
業
の
停
滞

と
行
き
づ
ま
り
に
よ
っ
て
、
経
営
の
不
振
に
お
ち
い
っ
た
有
力
な
商
品
取

引
資
本
お
よ
び
質
屋
(
分
家
店
も
含
む
-
後
述
)
に
融
資
を
お
こ
な
い
、

延
藤
家
自
身
の
巨
大
な
貸
付
資
本
を
パ
ッ
ク
に
強
力
な
金
融
「
支
配
」
を

成
立
さ
せ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
地
域
の
市
場

(
1
7
)

圏
に
お
い
て
、
延
藤
家
を
頂
点
と
す
る
「
金
融
体
系
」
が
成
立
し
て
い
た

の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
幕
末
期
に
み
ら
れ
る
貸
付
資
本
の
増
加
は
「
金
融
体

系
」
に
く
み
こ
ま
れ
た
分
家
店
・
諸
問
屋
貸
付
銀
、
さ
ら
に
は
領
主
金
融

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
証
文
帳
・
手
形
帳
賃
は
停
滞

し
、
差
配
人
引
受
分
は
一
〇
八
三
貫
か
ら
四
九
〇
貫
に
減
少
し
て
い
る

(
表
1
)
。
ま
た
尾
道
引
請
分
も
嘉
永
三
年
(
一
八
五
〇
)
の
一
七
四
二

貫
を
最
高
に
そ
の
後
年
々
減
少
し
、
明
治
元
年
(
一
八
六
八
)
に
は
四
一

六
貫
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
態
は
町
・
在
の
小
商
人
お
よ
び
一
般

農
民
の
切
捨
て
を
意
味
し
、
有
力
な
商
人
へ
の
貸
付
が
ふ
た
た
び
主
流
と
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な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

㈲
預
銀

こ
こ
で
は
資
本
回
転
の
う
え
で
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
預
録
の
性
格

を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
預
録
と
は
帳
合
上
は
期
末
負
債
の
こ
と
で
あ

る
。
表
1
に
よ
る
と
形
成
期
と
発
展
期
(
I
)
の
預
銀
は
ほ
と
ん
ど
無
視
し

て
も
よ
い
数
値
で
あ
る
が
、
発
展
期
(
Ⅱ
)
に
は
い
る
と
著
し
く
増
加
し
、

最
初
の
五
年
間
で
す
で
に
総
資
本
に
対
し
て
三
〇
%
ち
か
い
比
率
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
と
く
に
嘉
永
三
年
(
一
八
五
〇
)
に
は
二

〇
四
二
貫
と
い
う
最
高
の
額
を
示
し
、
総
資
本
の
三
分
の
一
を
占
め
、
き

わ
め
て
高
額
の
期
末
負
債
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
こ
の
預
録
は
ど
こ
か
ら
借
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
預

銀
の
借
入
れ
先
を
表
4
と
し
て
整
理
し
て
み
た
。
ま
ず
文
政
四
年
(
一
八

二
一
)
、
同
八
年
を
み
る
と
、
.
自
己
(
本
家
)
資
金
が
主
で
、
つ
い
で
分

家
店
資
金
が
三
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
天
保
元
年
(
一
八
三

〇
)
か
ら
嘉
永
三
年
(
一
八
五
〇
)
ま
で
は
分
家
店
資
金
が
圧
倒
的
に
多

く
な
り
、
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
に
は
一
二
〇
二
貫
、
嘉
永
三
年
に
は

一
六
二
四
貫
の
倍
銀
と
な
っ
て
い
る
。
と
の
よ
う
に
発
展
期
(
Ⅱ
)
の
預
銀

の
九
割
以
上
が
、
自
己
資
金
と
分
家
店
資
金
で
あ
っ
た
。
し
か
し
分
家
店

資
金
と
い
っ
て
も
、
そ
の
性
格
は
自
己
資
金
と
同
一
で
あ
り
、
む
し
ろ
自

己
資
金
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
分
家
店
資
金

は
分
家
店
の
資
本
が
生
み
だ
し
た
利
潤
で
は
な
く
、
す
べ
て
本
家
の
商
業

・
貸
付
資
本
か
ら
生
じ
、
そ
し
て
三
で
述
べ
る
よ
う
に
余
慶
銀
と
い
う
制

度
の
結
果
分
家
店
資
金
と
な
っ
て
車
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
幕
末

期
に
は
い
っ
て
預
銀
が
著
し
い
減
少
を
み
せ
て
い
る
の
は
、
こ
の
分
家
店

資
金
が
安
政
年
間
に
は
い
る
と
払
拭
さ
れ
て
、
本
家
の
資
本
と
し
て
処
理

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
嘉
永
五
年
と
安
政
三
年
(
一
八
五
六
)
と
の
期
末

総
資
本
に
一
八
四
五
貫
と
い
う
巨
額
の
断
層
が
あ
る
の
は
、
そ
の
間
に
急

激
な
発
展
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
分
家
店
資
金
を
本
家
資
金
に
切
替
え

た
か
ら
で
あ
っ
た
。

幕
末
期
に
お
け
る
預
銀
は
、
藩
・
藩
士
お
よ
び
諸
商
人
か
ら
の
借
入
れ

が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
た
ん
な
る
借
銀
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
藩
か
ら
の
預
銀
に
つ
い
て
い
え
ば
、
利
苑
の
依
頼
と
い
う

(
1
3
)

藩
権
力
の
ま
さ
に
苦
肉
の
策
に
応
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
諸
商
人
か
ら
の
預
銀
は
、
こ
れ
ま
た
利
殖
の
依
頼
と
い
う
側
面
も

あ
ろ
う
が
、
お
も
に
貸
付
銀
の
取
次
人
で
あ
る
下
江
直
蔵
や
前
出
の
米
屋

佐
兵
衛
な
ど
が
預
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
む
し
ろ
延
藤
家
を
頂
点
と
す

る
「
金
融
体
系
」
の
な
か
で
発
生
し
た
資
金
移
動
に
と
も
な
う
銀
額
と
み

て
よ
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
発
展
期
(
Ⅱ
)
と
幕
末
期
に
お
け
る
預
銀
の
性
格
は
異

(380)96
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劉
-
盟
l
　
置
　
8
　
1
山
　
男

な
っ
て
い
た
。
発
展
期
(
Ⅱ
)
の
預
銀
の
九
割
以
上
が
自
己
資
金
で
あ
り
、

そ
し
て
期
末
総
資
本
が
〔
遊
雑
婚
兢
-
団
粒
〕
と
い
う
公
式
で
あ
ら
わ
さ

れ
る
と
い
う
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
発
展
期
(
Ⅱ
)
の
資
本
増
大
は
も
っ
と
強

謁
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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三
、
帳
合
法
の
発
展
と
店
制
・
家
制

川
決
算
方
式
の
発
展

延
藤
家
の
帳
合
法
の
す
べ
て
を
あ
と
か
ら
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

一
級
綿
五
百
弐
拾
俵
　
　
福
山
買
匿
分

代
七
拾
七
貰
弐
百
四
拾
目

(382)98

が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
決
算
の
方
式
に
つ
い
て
、
そ
の
進
化
の
過
程
が
延

藤
家
の
発
展
段
階
に
は
ば
照
応
し
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
み
た

い
。宝

暦
か
ら
天
明
に
か
け
て
の
決
算
帳
簿
は
現
存
し
な
い
。
天
保
年
間
に

な
っ
て
書
き
写
さ
れ
た
「
年
ケ
算
用
写
」
が
、
寛
政
元
年
(
天
明
九
年
、

一
七
八
九
)
正
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
れ
以
前

に
は
決
算
法
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
延
藤
家
が
そ

れ
だ
け
小
規
模
の
資
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
安

永
年
間
よ
り
金
銀
の
出
入
を
記
し
た
「
大
福
入
」
は
領
存
す
る
が
、
決
算

の
形
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
の
小
規
模
資
本
の
ゆ
え
に
、

天
明
年
間
ま
で
延
藤
家
独
自
の
決
算
法
は
な
か
っ
た
と
断
定
し
て
よ
い
。

そ
の
後
天
明
九
年
(
一
七
八
九
)
か
ら
文
化
七
年
(
一
八
一
〇
)
に
わ

(
1
9
)

た
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
載
方
式
の
算
用
帳
が
あ
ら
わ
れ
る
。
.

党

一
…
・
一
米
千
三
百
九
拾
俵
‥
　
蔵
々
不
残

代
三
拾
三
貴
六
百
日

㈲
〆
百
哉
拾
九
貫
四
百
拾
匁
、
…
・
′
1
-
一
‥

一
六
百
拾
弐
匁
五
分
.
　
質
方
午
年
迄
分

㈲
〆
五
拾
四
貫
六
百
六
拾
九
匁
壱
分

一
七
貫
弐
百
目
　
　
録
方
　
未
年
迄
分

三
口

の
〆
百
三
拾
三
〆
五
百
日

如
一
三
貫
目
　
　
有
銀
　
広
札

的
二
二
百
五
拾
日
　
　
銭
有

的
一
九
貫
目
　
　
正
銀
有

㈲
一
拾
壱
貫
目
　
神
辺
屋
綿
質

㈲
一
式
貫
目
程
　
算
用
二
有

‖
〆
弐
拾
五
質
三
百
五
拾
目

つ
い
一
百
貫
目
　
　
御
上
様
石
州
行
共
ニ

㈲
′
四
百
六
拾
五
質
六
百
五
拾
九
匁
壱
分
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内
　
壱
貫
目
　
吉
右
衛
門
　
家
賃
木
代
払
分

▼
.
川
〆
壱
貫
六
百
日

帥
残
四
百
六
拾
四
貫
五
拾
九
匁
壱
分

こ
れ
は
寛
政
十
二
年
(
一
八
〇
〇
)
末
に
お
け
る
決
算
で
、
寛
政
初
年

の
も
の
に
比
べ
て
項
目
も
複
雑
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
記
載
方
式
に
つ

い
て
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
叫
は
商
品
、
㈲
仰
㈲

用
は
質
方
貸
銀
お
よ
び
貸
付
銀
、
㈹
脚
的
㈲
は
有
銀
、
そ
し
て
㈲
が
そ
の

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
問
題
は
多
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
単
決
算
方
式

が
、
H
形
成
期
(
天
明
～
文
化
初
年
)
の
発
展
段
階
に
対
応
し
て
い
る
と

い
う
こ
.
と
が
で
き
る
。

つ
ぎ
に
⇔
発
展
期
(
I
)
(
文
化
初
年
～
文
政
前
期
)
に
は
ば
対
応
し
て

(
2
0
)

い
る
の
が
、
つ
ぎ
に
引
用
す
る
決
算
方
法
で
あ
る
。

文
化
十
三
丙
子
正
月
写

合
計
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
の
川

は
預
録
(
期
末
負
債
)
で
、
㈲

か
ら
り
を
減
じ
た
も
の
が
囲
期

末
純
資
産
と
な
る
。
す
な
わ
ち

図
1
.
に
示
し
た
よ
う
な
方
式
と

な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ

の
決
算
方
法
を
こ
こ
で
は
い
ち

お
う
単
決
算
方
式
と
し
て
お

く
。
し
か
し
㈲
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
概
算
が
多
い
こ
と
、
右
の

引
用
史
料
に
は
み
ら
れ
な
い

が
、
不
動
産
見
積
価
額
が
含
ま

㈲
〆
合
七
百
八
拾
三
貫
百
八
匁
五
分
弐
庄

内

川
〆
弐
貫
三
百
九
拾
三
匁
七
分
九
厘

帥
残
七
百
八
拾
貫
七
百
拾
四
匁
七
分
三
厘

外
二

叫
一
錠
八
拾
六
貫
弐
百
目
　
家
督
有

勘
定
之
党

一
四
拾
四
貫
四
拾
八
匁
八
分
壱
厘
　
親
方

何
〆
百
四
拾
壱
貫
五
百
七
拾
目
六
分
五
度

が
一
七
百
七
貰
八
百
三
拾
六
匁
八
分
三
厘

.

.
回
〆
八
百
四
拾
九
貰
四
百
七
匁
四
分
八
達

亥
正
月
改
有
正
鋭
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内

一
式
拾
七
匁
壱
分
弐
厘
　
　
木
綿
売
損

研
〆
六
拾
七
貫
九
百
六
拾
八
匁
五
分
壱
厘

何
一
七
百
八
拾
貫
七
百
拾
四
匁
七
分
三
厘
　
子
正
月
改
正
鋭

潮
〆
八
百
四
拾
八
貫
六
百
八
拾
三
匁
弐
分
四
厘

・
柄
指
引
七
百
弐
拾
四
匁
弐
分
四
厘
　
　
不
足

こ
こ
で
の
決
算
方
法
の
特
徴
は
さ
き
に
み
た
単
決
算
構
造
に
、
「
勘
定

之
覚
」
　
(
㈲
当
期
収
益
1
個
当
期
費
用
)
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
帥
田
畑
屋
敷
見
積
価
額
は
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
期
末
純

資
産
算
定
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
前
半
部
分
は
㈲
1
日
目
帥
、
す
な

わ
ち
単
決
算
方
式
で
あ
り
、
後
半
部
分
の
計
算
方
式
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な

1

っ
て
い
る
。

回
=
当
期
収
益
+
期
首
純
資
産
(
前
年
度
期
末
純
資
産
)

㈹
=
当
期
費
用
+
期
末
純
資
産

そ
し
て
こ
の
二
つ
の
式
の
差
が
柄
の
七
二
四
・
二
四
匁
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
か
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
柄
と
い
う
数
値
が
で
て
く
l
る
の
は
帳
簿
の

付
落
と
し
あ
る
い
は
誤
記
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
本
来
は
回
1
回
=

柄
で
は
な
く
回
=
刷
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
す
る
と
回
=
蘭
は
図
2

の
砂
の
よ
う
に
変
形
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
本
決
算
の
方
式
は

図
2
の
川
と
紬
を
あ

わ
せ
も
っ
た
決
算
方

式
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の

決
算
は
大
坂
の
両
替

商
鴻
池
家
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
決
算
方
式
(
2
1
)

に
酷
似
し
て
お
り
、

さ
き
の
単
決
算
方
式

と
の
対
比
で
い
う
な

ら
ば
、
複
式
決
算
方

式
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
延
藤
家
の
こ

の
決
算
方
式
が
帳
合

技
術
の
伝
播
に
よ
る

も
の
か
、
ま
た
は
延
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藤
家
独
自
の
経
験
に
よ
る
も
の
か
断
定
し
え
な
い
が
、
′
　
い
ず
れ
に
し
て
も

複
式
決
算
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
資
本
構
成
と
資
本
額
に
対
応
し

て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
文
政
後
期
以
降
(
発
展
期
(
Ⅱ
)
)
に
な
る
と
1
正
確
に
は
文
政
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四
年
か
ら
　
ー
　
こ
れ
ま
で
の
一
年
一
期
の
決
算
か
ら
一
年
二
期
制
へ
と
移

行
す
る
。
上
半
期
が
正
月
よ
り
七
月
十
五
日
ま
で
、
・
下
半
期
が
同
月
十
六

日
よ
り
年
末
ま
で
で
、
期
末
ご
と
に
決
算
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
天
保
年
間
に
は
い
る
と
帳
合
方
法
・
組
織
に
つ
い
て
の
規
則

が
成
文
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
節
を
示
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

(
2
)

っ
た
。

一
八
月
朔
日
T
が
十
日
迄
吉
之
助
、
寸
一
日
ヨ
リ
廿
日
迄
文
治
郎
、
廿

一
日
ぶ
晦
日
迄
吉
右
衛
門
、
九
月
朔
日
ヨ
リ
十
日
迄
久
右
衛
門
、

十
一
日
ぶ
廿
日
迄
半
兵
衛
、
右
二
準
シ
以
来
毎
月
十
日
宛
本
家
江

相
勤
可
申
事

一
勤
番
之
者
勒
方
ハ
諸
帳
面
当
日
相
改
、
万
一
不
束
之
分
ハ
前
番
之

者
江
相
尋
訳
立
侯
様
可
致
事

一
算
用
帳
毎
日
引
合
を
い
た
し
出
入
書
入
無
遅
滞
様
可
致
侯
、
勿
論

香
り
番
二
相
成
侯
節
ハ
外
帳
面
江
書
出
引
合
印
形
仕
、
其
上
次
番

之
者
再
引
合
印
形
可
仕
、
雑
用
方
迄
月
末
ニ
ハ
諸
勘
定
可
仕
事

一
正
月
十
五
日
ヨ
リ
去
年
分
勘
定
帳
面
、
分
家
之
者
一
同
立
会
引
合

仕
、
廿
日
迄
ニ
ハ
相
改
勘
定
帳
面
仕
立
可
申
事

こ
れ
ら
の
規
則
は
後
述
す
る
店
制
と
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
帳

合
の
手
続
き
に
分
家
が
参
加
す
る
よ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ

う
。
す
な
わ
ち
、
毎
月
十
日
ず
つ
交
替
で
分
家
が
勤
番
と
な
る
こ
と
」
そ

の
つ
ど
諸
帳
面
を
改
め
て
厳
正
を
期
す
こ
と
、
ま
た
期
末
勘
定
立
て
の
場

合
に
は
分
家
一
同
立
会
の
上
、
勘
定
帳
を
作
成
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
は
増
大
し
て
い
く
資
本
と
複
雑
化
し
て
い
く
金
銀
出
入
に
、
家
主
-

奉
公
人
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
.
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に

決
算
方
式
の
発
展
に
加
え
て
、
帳
合
の
組
織
も
以
上
の
よ
う
に
整
侍
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
延
藤
家
本
家
の
経
営

拡
大
の
一
側
面
を
表
現
し
て
い
る
。

紗
店
制
・
家
制
の
「
改
革
」

延
藤
家
に
お
け
る
「
改
革
」
は
大
き
く
三
つ
の
期
間
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
最
初
は
寛
政
五
年
(
一
七
九
三
)
か
ら
文
化
七
年
(
一
八
一

〇
)
、
つ
ぎ
は
天
保
年
間
よ
り
嘉
永
年
問
、
最
後
の
　
「
改
革
」
　
は
明
治
十

年
前
後
で
あ
る
。

前
項
で
み
た
よ
う
に
、
天
保
以
降
分
家
の
家
主
が
本
家
店
の
勤
番
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
店
制
と
家
制
は
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る

が
、
最
初
の
「
改
革
」
は
純
然
た
る
家
制
の
改
革
、
す
な
わ
ち
初
代
吉
兵

衛
か
ら
二
代
目
へ
の
当
主
代
替
り
に
よ
る
分
家
の
創
出
で
あ
っ
た
。
ま
ず

吉
右
衛
門
へ
寛
政
五
年
よ
り
徐
々
に
「
家
督
仕
分
」
を
お
こ
な
い
、
文
化

元
年
(
一
八
〇
四
)
ま
で
に
家
屋
敷
地
所
(
正
銀
見
積
三
三
貫
)
と
正
銀

二
七
貫
、
計
六
〇
貫
を
譲
渡
し
て
い
る
。
ま
た
寛
政
十
一
年
(
一
七
九
九
)
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に
は
、
晶
治
郡
宮
内
村
で
東
平
に
酒
造
業
を
営
ま
せ
、
文
化
七
年
(
一
八

一
〇
)
▼
ま
で
に
家
屋
敷
地
所
・
酒
造
道
草
(
正
銀
見
積
二
三
貫
八
〇
〇

日
)
と
仕
込
銀
三
六
貫
二
〇
〇
月
J
計
六
〇
貫
を
同
様
に
譲
渡
し
て
い

る
。
そ
し
て
最
後
の
文
化
七
年
に
は
偲
居
(
初
代
富
兵
衛
)
・
久
右
衛
門

・
半
兵
衛
へ
計
二
二
〇
貫
(
う
ち
正
銀
一
六
〇
貫
)
を
譲
り
、
「
家
督
仕

(お)

分
」
を
完
了
し
て
い
る
パ

こ
の
一
連
の
「
家
督
仕
分
」
は
、
延
藤
家
の
発
展
段
階
の
う
ち
形
成
期
、

か
ら
発
展
期
(
I
)
へ
の
移
行
期
に
位
置
し
て
お
か
、
分
家
を
創
出
す
右
こ

と
に
よ
っ
て
商
業
活
動
の
拡
大
を
狙
っ
た
も
の
で
叡
ケ
つ
。
こ
の
数
も
延

藤
家
は
天
保
期
に
か
け
で
、
文
治
郎
(
上
店
)
・
吾
平
な
ど
の
分
家
を
創

出
し
、
さ
ら
に
井
掘
昆
店
・
長
和
昆
・
新
店
・
菅
屋
・
吉
田
屋
な
ど
の
出

店
を
開
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
商
品
取
引
資
本
と
し
て
存
続
し
え
な
い
も

の
が
多
か
っ
た
が
、
.
と
も
か
く
分
家
鳳
の
創
出
は
延
藤
家
の
資
本
の
増
大

に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
.
の
意
味
で
、
右
の
文
化
七
年
の
.
「
家
督

仕
分
」
は
そ
の
起
点
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
天
保
年
間
よ
り
弘
化
年
間
ま
で
の
家
制
・
店
制
「
改
革
」
に

(
2
4
)

っ
い
て
は
、
天
保
年
間
に
定
め
ら
れ
た
家
訓
に
▼
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
パ

こ
の
家
訓
に
は
瀾
項
で
述
べ
た
①
帳
合
組
織
・
方
法
の
ほ
か
に
、
㊥
諸
事

倹
約
、
◎
家
主
相
続
・
運
営
、
④
余
慶
銀
制
の
改
正
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
が
、
そ
の
特
色
は
第
一
に
、
「
年
柄
二
寄
格
段
下
直
之
品
ハ
、
当
所
ニ

(
分
家
)

テ
貫
置
事
ハ
不
苦
侯
へ
是
も
五
人
申
合
取
斗
可
申
、
或
ハ
売
込
又
ハ
先
貝

等
帳
合
同
様
之
義
ハ
、
諸
色
共
一
切
致
間
数
心
得
之
事
」
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
商
品
取
引
の
低
迷
と
い
う
状
況
の
な
か
で

堅
実
な
商
業
姿
勢
・
活
動
を
め
ざ
も
た
も
の
で
あ
っ
た
。
′
第
二
に
、
分
家

店
に
対
す
る
規
制
の
強
化
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
つ
ぎ
の
史
料
に
も
よ
く

(お)

表
現
さ
れ
て
い
る
。

一
分
家
五
人
勤
番
之
儀
、
毎
月
三
人
十
日
宛
勤
料
百
目
宛
其
時
々
受

取
可
申
候
、
家
事
諸
入
用
者
毎
月
壱
軒
三
百
日
宛
致
借
用
置
諸
払

可
仕
、
十
二
月
勘
定
之
節
無
利
足
二
而
返
済
可
仕
侯

一
分
宏
之
内
御
年
貢
諸
掛
家
作
入
用
者
本
家
取
春
、
家
賃
年
貢
取
立

之
上
加
地
子
之
内
世
話
料
壱
割
宛
本
家
受
取
可
申
侯

す
な
わ
ち
分
家
店
の
商
業
活
動
の
規
制
と
い
う
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
分

家
の
「
家
事
諸
入
用
」
や
「
勧
年
貢
諸
掛
家
造
作
入
用
」
ま
で
も
が
本
家

の
手
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
家
の
把
捉
・
規
制
を
う
け
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
こ
れ
ら
の
「
改
革
」
は
、
延
藤
家
の
ど
の
よ
う
な
発
展
過
程
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

私
分
家
吉
右
衛
門
儀
相
続
方
行
届
不
申
、
同
人
儀
実
家
玉
屋
弥
兵
衛

方
へ
引
取
之
儀
彼
是
及
雇
縫
、
右
一
件
二
両
先
達
而
願
書
差
上
侯

(祁)

処
、
其
段
度
々
釦
呼
出
和
利
解
被
成
下
…
…
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右
の
史
料
は
　
「
願
下
証
文
」
　
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
∵
吉
右
衛
門
の
　
「
相
続

方
」
が
「
行
届
」
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
天

保
三
年
(
一
八
三
二
)
に
分
家
吉
右
衛
門
が
経
営
破
綻
に
お
ち
い
っ
た

が
、
本
家
の
資
金
援
助
と
藩
の
仲
介
に
よ
っ
て
経
営
を
建
直
す
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
表
1
か
ら
分
家
・
店
方
へ
の
融
資

を
検
討
し
て
み
よ
う
。
発
展
期
(
Ⅱ
)
よ
り
延
藤
家
は
質
営
業
(
=
質
方
)

を
ほ
ば
廃
し
て
お
り
、
そ
の
営
業
を
分
家
・
店
方
へ
委
託
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
諸
貸
銀
を
合
わ
せ
る
と
、
分
家
・
店
方
へ
の
融
資
は
文

政
十
一
～
天
保
三
年
に
全
体
の
二
〇
%
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
天
保
五
～

十
年
に
は
減
少
し
て
い
る
が
、
.
こ
れ
は
天
保
初
年
前
後
最
大
の
質
方
融
資

を
う
け
て
い
た
店
方
井
堀
屋
、
お
よ
び
商
品
取
引
資
本
で
あ
っ
た
吉
田
屋

・
長
和
屋
・
新
店
な
ど
が
帳
簿
上
に
登
場
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
、

す
な
わ
ち
諸
店
方
へ
の
融
資
を
廃
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
経
営
不

振
に
よ
っ
て
活
店
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
保
十
年
(
一
八
三
九
)

以
降
は
、
純
然
た
る
分
家
店
へ
の
融
資
で
あ
.
っ
.
た
が
、
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
と
く
に
幕
末
期
の
融
資
額
の
増
大
は
著
し
く
、
「
家
産
ヲ

分
チ
各
々
其
営
業
ヲ
営
マ
.
使
ム
ル
老
四
家
了
リ
、
・
今
ヲ
距
ル
僅
二
十
余
年

而
己
、
或
ハ
蒼
移
二
流
レ
或
ハ
逸
楽
二
耽
ケ
リ
、
.
一
モ
祖
先
勤
風
を
伝
フ

(
2
7
)

ル
者
ナ
シ
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
.
分
家
店
の
発
展
で
は
な
く
経
営
不
振

に
よ
る
融
資
額
の
増
大
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
F

以
上
の
よ
う
に
、
天
保
期
の
「
改
革
」
は
分
家
・
店
方
の
経
営
不
振
を

背
景
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
「
改
革
」

の
重
要
な
柱
で
あ
っ
た
④
余
慶
銀
制
の
改
正
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た

い
。余
慶
銀
と
は
「
本
家
惣
勘
定
余
銀
之
分
何
歩
方
割
賦
可
仕
」
銀
の
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
「
万
一
格
段
不
意
難
之
義
有
之
、
本
家
勘
定
前
年
ヨ
リ
減

し
侯
義
有
之
候
得
ハ
、
分
家
之
者
割
庶
出
銀
致
シ
、
前
年
之
勘
定
通
ニ
ハ

取
揃
置
可
申
」
と
規
定
さ
れ
た
別
途
積
立
銀
で
、
分
家
・
店
方
に
と
っ
て

は
一
種
の
配
当
金
に
相
当
す
る
制
度
で
あ
っ
た
。
文
政
四
年
(
一
八
二
一
)

に
は
じ
ま
り
、
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
に
終
わ
っ
て
い
る
。
期
末
純
益

の
う
ち
本
家
が
五
割
を
取
得
し
、
残
り
五
割
を
分
家
・
店
方
お
よ
び
備
荒

銀
と
し
て
分
割
す
る
こ
と
と
し
た
。
実
際
に
は
す
ぐ
に
分
家
店
へ
割
戻
さ

れ
ず
、
預
銀
と
も
て
本
家
の
資
本
回
転
に
運
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
余

慶
録
割
が
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
天
保
二
～
六
年
を
除
い
て
、
少
額
で
は

あ
る
が
、
延
藤
家
の
支
出
の
三
～
六
割
を
占
め
る
余
慶
銀
が
支
出
さ
れ
て

お
り
、
質
方
と
諸
貸
銀
を
あ
わ
せ
る
と
、
こ
の
時
期
に
は
多
大
の
銀
額
が

分
家
・
店
方
に
融
通
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

天
保
十
二
年
(
一
八
四
こ
に
な
る
と
、
店
方
へ
の
余
慶
銀
の
配
分
は

な
く
な
り
・
「
余
慶
録
之
儀
者
余
録
拾
貫
目
二
付
七
貫
目
本
家
居
直
、
弐

貫
五
百
日
分
家
五
人
受
取
、
五
百
日
備
荒
銀
割
渡
」
す
と
い
う
割
合
に
改
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(
2
9
)

正
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
見
返
り
と
し
て
、
銀
札
二
〇
〇
貫
目
相
当

(
3
0
)

の
不
動
産
を
五
分
家
に
そ
れ
ぞ
れ
譲
与
し
て
い
る
。
こ
れ
は
経
営
不
振
が

続
い
て
い
た
分
家
店
へ
質
方
融
資
、
余
慶
銀
支
出
と
い
う
援
助
だ
け
で
は

な
く
、
土
地
・
貸
家
経
営
に
よ
る
利
潤
獲
得
、
さ
ら
に
は
将
来
担
保
と
な

(
3
1
)

り
う
る
よ
う
な
資
産
を
提
供
し
て
お
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

余
慶
銀
制
が
弘
化
二
年
に
廃
止
と
な
り
、
安
政
年
間
に
本
家
資
本
に
切
替

ら
れ
た
の
は
、
分
家
店
の
商
業
経
営
が
好
転
し
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ

の
こ
と
が
本
家
の
経
営
に
ま
で
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
と
推
測
さ

(
3
2
)

れ
る
。発
展
期
(
Ⅱ
)
の
一
側
面
を
以
上
の
よ
う
な
分
家
店
(
質
営
業
、
商
品
取

引
資
本
と
し
て
の
性
格
も
多
分
に
も
つ
)
の
経
営
不
振
、
前
述
し
た
本
家

の
商
品
取
引
資
本
の
破
綻
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
天
保
期
の
「
改
革
」

が
そ
の
よ
う
な
局
面
へ
の
対
応
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き

る
。つ

ぎ
に
、
明
治
十
年
　
(
一
八
七
七
)
　
前
後
の
店
制
・
家
制
　
「
改
革
」

は
、
幕
藩
制
の
解
体
を
契
機
と
す
る
豪
商
経
営
の
動
揺
を
表
現
し
て
い
る

も
の
で
、
明
治
初
年
の
社
会
変
動
に
応
じ
る
た
め
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
課
役

品
)

を
あ
ら
た
に
設
置
し
て
い
る
。
家
務
監
察
は
「
金
銀
ノ
会
計
及
ビ
諸
課
ノ

勤
惰
ヲ
巡
察
ス
ル
「
ヲ
司
」
り
、
家
務
諸
掛
り
は
「
田
畑
貸
家
及
ヒ
金
銀

取
扱
ノ
事
ヲ
議
定
シ
井
二
土
木
の
事
ヲ
巡
視
ス
ル
「
ヲ
司
ル
」
と
さ
れ
、

田
畑
貸
家
井
二
店
方
取
扱
役
は
そ
の
も
と
に
あ
っ
て
実
務
を
担
当
す
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
一
見
し
て
近
代
的
な
諸
課
役
が
設
置
さ
れ
て
も
、
経

営
の
指
針
が
「
時
世
ノ
変
化
二
付
所
行
改
正
セ
ザ
ル
可
ル
ザ
ル
ノ
事
故
之

レ
有
り
侯
共
、
大
抵
祖
先
ノ
法
二
基
キ
諸
事
執
行
侯
事
」
と
規
定
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
延
藤
家
が
「
時
世
ノ
変
化
」
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
旧
藩

時
代
以
来
の
資
本
蓄
積
様
式
か
ら
容
易
に
脱
却
し
え
な
か
っ
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。
と
も
あ
れ
こ
こ
で
は
、
こ
の
「
改
革
」
が
明
治
初
年
の
社
会

変
動
の
も
と
、
前
期
的
資
本
の
経
営
動
揺
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と

(
3
4
)

考
え
て
お
き
た
い
。

四
、
ま
　
と
　
め

形
成
期
、
発
展
期
(
I
)
と
延
藤
家
は
順
調
な
発
展
を
と
げ
て
き
た
が
、

そ
れ
は
商
品
取
引
資
本
の
売
上
利
と
領
主
・
旧
特
権
商
人
を
蓄
恕
基
盤
と

す
る
利
銀
収
入
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
発
展
期
(
Ⅱ
)
に
は
い
る
と
貸
付

銀
は
い
っ
そ
う
の
伸
び
を
示
し
、
そ
の
基
盤
も
領
内
外
の
新
旧
の
商
人
さ

ら
に
は
一
般
良
民
に
ま
で
ひ
ろ
が
り
、
各
地
に
差
配
人
を
お
く
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
一
方
で
は
、
天
保
期
以
降
商
品
取
引
資
本
が
不
振
と
な

り
、
質
営
業
と
商
品
取
引
を
主
業
務
と
す
る
分
家
・
店
方
も
経
営
の
不
振

に
お
ち
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
天
保
期
に
「
改
革
」
宅
お
こ
な
い
、
経
営

の
建
直
し
を
は
か
っ
て
い
る
が
、
事
の
発
端
が
市
場
構
造
の
変
動
に
よ
る
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在
町
府
中
市
の
商
業
の
停
滞
と
行
き
づ
ま
り
と
考
え
ら
れ
る
だ
け
に
、
分

家
・
店
方
の
建
直
し
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

幕
末
期
に
は
い
る
と
、
商
品
取
引
的
機
能
は
な
く
な
り
貸
付
資
本
に
純

化
さ
れ
る
。
領
主
金
融
に
は
莫
大
な
融
通
が
な
さ
れ
て
お
り
、
苫
権
力
と

の
強
固
な
結
び
つ
き
が
み
ら
れ
る
が
、
利
録
は
順
調
に
回
収
さ
れ
ず
、
ま

さ
に
「
不
良
資
本
」
と
よ
ん
で
も
よ
い
内
容
で
あ
っ
た
。
ま
た
前
段
階
に

み
ら
れ
た
幅
広
い
層
へ
の
貸
付
釣
は
急
速
に
縮
小
し
、
一
般
農
民
と
小
商

人
は
そ
の
貸
付
対
象
か
ら
切
捨
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
幕
末
期
の
蓄
積

基
盤
は
分
家
店
と
有
力
商
業
資
本
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
分
家

店
は
依
然
と
し
て
経
営
の
不
振
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
不
振
に
対
処
す
る

た
め
に
は
莫
大
な
銀
額
の
融
資
が
必
要
で
あ
っ
た
。
有
力
商
業
資
本
へ
の

融
資
と
あ
わ
せ
て
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
「
金
融
体
系
」
の
成
立
と
し
た
。

し
か
し
体
系
下
に
あ
る
分
家
店
そ
の
も
の
が
不
安
定
で
あ
り
、
ま
た
慶

応
年
間
か
ら
期
末
総
資
本
が
減
少
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

維
新
期
に
は
延
藤
本
家
も
経
営
の
動
揺
が
お
こ
っ
た
と
思
わ
れ
藁
天
保

期
前
後
の
商
品
取
引
資
本
の
破
綻
に
加
え
て
維
新
期
に
は
貸
付
資
本
も
本

(
3
6
)

格
的
な
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

註(
l
)
　
畑
中
誠
治
「
r
化
政
期
し
　
内
海
地
域
に
お
け
る
在
方
商
業
資
本

と
藩
権
力
」
(
「
歴
史
学
研
究
j
二
六
四
号
、
一
九
六
二
年
)
、
同
「
危

機
の
深
化
と
諸
階
層
の
対
応
」
　
(
r
講
座
日
本
史
」
　
4
、
一
九
七
〇

年
)
、
土
井
作
治
「
幕
市
制
国
家
の
展
開
し
(
一
九
八
五
年
)

(
2
)
　
「
福
山
市
史
」
中
巻
、
一
一
〇
五
～
一
一
一
〇
頁
、
一
九
六
八

年
、
鈴
木
幸
夫
「
備
後
地
域
に
お
け
る
前
期
資
本
の
一
形
態
」
(
「
広

島
県
史
研
究
し
二
号
・
一
九
七
七
年
)
、
「
広
島
県
史
し
近
世
2
、
八

四
六
～
八
五
七
頁
、
一
九
八
四
年

(
3
)
　
府
中
市
出
口
町
・
延
藤
家
「
家
務
諸
規
則
」
(
明
治
八
年
)
、
以

下
、
こ
と
わ
り
の
な
い
限
り
す
べ
て
延
藤
家
文
書
に
よ
る
。

(
4
)
　
「
当
家
相
続
趣
法
子
孫
江
申
伝
候
ヶ
条
写
」
(
年
未
詳
)
、
府
中

市
高
木
町
・
羽
賀
家
「
羽
賀
家
家
系
図
」
、
同
「
羽
坦
家
由
緒
略
記
」

(
文
久
三
年
)

(
5
)
　
谷
山
正
道
「
備
後
府
中
の
綿
作
に
つ
い
て
の
覚
書
」
(
「
広
報
ふ

ち
ゅ
う
」
、
一
九
八
三
年
六
月
)

(
6
)
　
延
藤
家
は
宝
暦
年
問
に
商
事
を
営
む
に
あ
た
っ
て
、
「
祖
母
貯

江
匿
シ
ト
テ
正
銀
三
百
日
指
出
披
申
侯
、
誠
二
元
手
薄
借
替
六
ツ
ケ

敷
心
配
之
場
、
仮
令
二
申
す
生
木
二
取
付
ト
申
程
二
被
存
侯
」
(
「
当

家
相
続
趣
法
子
孫
江
申
伝
候
ヶ
条
写
」
)
と
、
正
銀
三
〇
〇
日
が
大
き

な
元
手
と
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(
7
)
　
「
柳
下
シ
算
用
帳
」
(
寛
政
五
年
)

(
8
)
　
「
年
々
算
用
写
」
(
享
和
四
年
分
)

(
9
)
　
「
酉
正
月
算
用
帳
」
(
寛
政
十
三
年
)

(
1
0
)
　
「
正
月
算
用
帳
」
(
文
化
二
年
)

(
1
1
)
　
寛
政
十
二
年
(
一
八
〇
〇
)
に
は
芦
田
・
品
治
郡
の
一
七
力
村

一
八
六
人
へ
銀
六
三
八
一
匁
相
当
の
干
鰯
を
貸
付
け
て
い
る
　
(
「
大
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福
入
」
)
。
な
お
、
福
山
藩
に
お
け
る
干
鰭
の
流
通
支
配
・
経
路
に
つ

い
て
は
、
土
井
作
治
前
掲
書
(
六
三
八
～
九
頁
)
を
参
照
の
こ
と
。

(
1
2
)
　
府
中
市
高
木
町
・
小
森
家
文
書
(
嘉
永
三
年
)

(
1
3
)
　
鈴
木
幸
夫
前
掲
論
文

(
1
4
)
　
「
御
年
貢
算
用
願
書
証
文
控
」
(
享
和
四
年
)

(
1
5
)
　
府
中
市
へ
搬
入
さ
れ
る
他
所
入
米
一
俵
に
つ
き
銀
三
分
七
厘
の

運
上
銀
を
徴
収
す
る
役
目
で
あ
り
、
延
藤
家
は
そ
の
う
ち
一
分
七
厘

を
世
話
料
と
し
て
う
け
と
っ
た
(
鈴
木
幸
夫
前
掲
論
文
、
「
他
所
入

米
卸
運
上
銀
書
留
」
)
。

(
1
6
)
　
「
家
業
趣
法
口
上
書
一
通
」
(
文
久
二
年
)

(
1
7
)
　
佐
々
木
潤
之
介
「
幕
末
社
会
論
」
(
一
九
六
九
年
)
で
い
う
と

こ
ろ
の
　
「
高
利
貸
収
奪
体
系
」
　
を
さ
し
て
い
る
。
な
お
　
「
金
融
体

系
」
に
つ
い
て
は
、
「
一
九
八
三
年
度
日
本
史
研
究
会
大
会
報
告
批

判
」
に
お
け
る
井
上
勝
生
民
の
コ
メ
ン
ト
　
(
「
日
本
史
研
究
し
　
二
六

一
号
、
一
九
八
四
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
1
8
)
　
鈴
木
幸
夫
前
掲
論
文

(
1
9
)
　
「
酉
正
月
算
用
帳
」
(
寛
政
十
三
年
)

(
2
0
)
　
「
年
々
算
用
写
」

(
2
1
)
　
宮
本
又
次
編
「
大
阪
の
研
究
」
4
、
一
九
七
〇
年

(
2
2
)
(
2
4
)
　
「
当
家
相
続
趣
法
子
孫
江
申
伝
候
ヶ
条
写
」

(
2
3
)
　
「
隠
居
分
家
仕
分
書
抜
控
」
(
文
化
七
年
)

(
2
5
)
　
「
算
用
帳
」
(
天
保
十
二
年
正
月
)

(
2
6
)
　
「
細
書
下
井
勧
用
状
書
留
」
(
文
化
十
年
)

(
2
7
)
　
「
家
務
諸
規
則
」
(
明
治
八
年
)

(
2
8
)
　
「
当
家
相
続
趣
法
子
孫
江
申
伝
侯
ヶ
条
写
」

(
2
9
)
(
3
0
)
　
「
算
用
帳
」
(
天
保
十
二
年
正
月
)

(
3
1
)
　
幕
末
か
ら
明
治
年
に
か
け
て
、
分
家
か
ら
の
土
地
の
購
入
が
み

ら
れ
、
と
く
に
慶
応
二
年
(
一
八
六
六
)
に
は
友
右
衛
門
か
ら
四
〇

〇
貫
目
相
当
の
屋
敷
を
購
入
し
て
い
る
。
ま
た
久
右
衛
門
は
す
で
に

天
保
七
年
に
「
借
財
二
付
本
家
へ
」
　
田
畑
を
売
払
っ
て
い
た
　
(
「
家

督
書
抜
帳
」
)
。

(
3
2
)
　
安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
二
月
、
「
柄
津
近
田
屋
五
郎
八
金
四

百
両
借
用
放
出
、
少
々
相
関
候
儀
有
之
弐
百
両
貸
ス
」
　
(
「
日
記
」
)

と
あ
る
よ
う
に
、
幕
末
期
に
は
い
る
と
本
家
の
資
金
回
転
も
苦
し
く

な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
3
3
)
　
「
家
務
諸
規
則
」
　
(
明
治
八
年
)
、
「
拝
命
書
井
諸
課
役
名
録
」

(
明
治
十
二
年
)

(
3
4
)
　
こ
こ
で
は
明
治
初
年
に
お
け
る
三
都
商
業
資
本
の
地
方
へ
の
進

出
(
松
本
四
郎
「
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
経
済
的
集
中
の
史
的
過

程
」
、
r
歴
史
学
研
究
し
三
二
九
号
、
一
九
六
七
年
)
、
と
く
に
福
山

地
方
に
お
け
る
島
田
組
の
進
出
と
そ
の
破
産
を
念
頭
に
置
い
て
い

る
。

(
3
5
)
　
は
じ
め
に
述
べ
た
「
我
家
二
達
及
ス
家
門
ノ
安
危
実
二
測
ル
可

ラ
ザ
ル
」
と
い
う
状
態
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。

(
3
6
)
　
天
保
期
以
降
と
く
に
商
品
取
引
資
本
が
衰
退
し
て
い
る
の
は
、
.

延
藤
家
だ
け
で
は
な
く
、
本
文
で
も
示
し
た
よ
う
に
他
の
商
品
取
引

資
本
に
も
妥
当
す
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
在
町
の
行
き
づ
ま
り
に
よ

る
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
が
、
そ
の
具
体
相
や
原
因
に
つ
い
て
は
、
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本
稿
で
は
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The Formation and Development of the Gosho in

Zai-machi in the Late Edo period : A Case Study of

the Nobuto Family in Fuchu,Bingo.

TOMIHIRO NAKAYAMA

This report is a study of the early commercial capital of the Nobuto

Family which developed in "Zai-machi Fuchu-ichi" in Fukuyama-Han in the

latter half of the early modern period. Considering the accumulation base

and stages of Nobuto's early commercial capital from the side of the business

dealing and money lending capital,we may conclude as follows.

From the Horeki period (1751-1763) to the first year of Bunka (1804-1807)

they mainly dealt with rice and cotton, etc., and ran moneylending for

influential merchants. Then between the first year of Bunka and the first

year of Bunsei (1818-1822) they commenced to run moneylending for the

feudal lord. From the Tempo Era (1830-1844) their capital of moneylending

increased and their total capital increased considerably, but their dealing

capital decreased. This decrease of the dealing capital was caused by the

fluctuations of the market structure,and after this they ran moneylending

capital mainly.

In the Meiji Restoration period (1860-1870) the moneylending capital bagan

to brend down and the growth of the total capital stagnated. Moreover,the

total capital began to decrease. This is because they didn't moneylend to the

small-scale peasants and the small-scale merchants for accumulating the

capital,but limited the moneylending to their branch families and influential

merchants. Here we can find the unstability of the business of Nobuto in

the closing years of the Tokugawa regime. Against this background there

seems to have been the deadlock of the structure of Zaimachi.
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